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　昭和８年から１０年をピークにした奄美大島におけるカトリック排撃運動の最初の大きな出来

事であったカトリック系私立大島高等女学校廃校問題は複数の要因が絡んでいる。この論考で

は，当時の奄美大島における女子中等教育の状況からその要因を考察する。すなわち同じ名瀬

村に大正６年に創立されていた名瀬実科高等女学校が次第に組織・名称・設立者の変更を遂げ

て県立奄美高等女学校となり，昭和１０年４月に位置変更（元大島高女校舎に移転）の認可を得

るまでの変遷が大島高女廃校の一背景となっていることを国立公文書館に保存されている公文

書を基本資料として考察する。
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　昭和８年度の奄美大島のカトリック立大島高等女学校の廃校という出来事は，それ以降の奄
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美大島における徹底したカトリック排撃の最初の出来事であった。大島高女が廃校に追いやら

れた後，奄美大島からのカトリック宣教師等（当時，奄美大島で働いていた宣教師はカナダ管

区フランシスコ会の神父・修道士，大島高女の教育にあたっていた修道女は昭和８年の１学期

まで無原罪聖母宣教女会の修道女，およびその後を引き継いだ聖名修道女会の修道女であり，

大多数がカナダの国籍をもつ外国人）の追放，カトリック信者に対する強制転宗を目的とする

精神的・身体的・社会的迫害，教会建築物の破壊や役場等への転用など，奄美大島からカト

リック色を一掃する排撃行動が展開された。これらの排撃運動は，最初は地元住民の自発的行

動，すなわち特に奄美大島にカトリックという宗教が根付き力を持つのを好まない他宗教の指

導的立場にある人びと（大正寺の財部寂心住職�，高千穂神社の氏子総代である丸田兼義�等）

の主導的運動，それに昭和２年の奄美大島への天皇陛下行幸に触発された地元住民の皇民意識

の高揚が加わった運動と考えられる。

　しかしもう一つの強力な勢力が大正１１年頃から水面下で動いていたことが軍部関係資料から

読み取れる。すなわち奄美大島における教会内の人事異動〔宣教師の交代：パリミッション会

の神父たち（ほぼフランス人）からカナダ管区フランシスコ会の神父・修道者（ほぼカナダ人）

に交代〕が行われた大正１１年頃から，軍部は奄美大島に目を向け，軍事上日本の最南端の要塞

地となる奄美大島から外国人宣教師の追放およびカトリックの一掃を図りたい意向をもち，そ

の活動を監視していたようである。というのは奄美大島における宣教師の人事異動が行われた

大正１０年末から１１年初めにかけて，日本の軍部（海軍）にとっては腑に落ちないワシントン海

軍軍縮条約が結ばれ，主力艦の比率が米英の５に対して日本の３という，いわゆる５・５・３

の比率が決められた時と偶然合致していたことも原因となっていたようである。

　この辺の軍部の動きは，奄美大島の要塞司令部の司令官であった  笠  蔵  次 大佐（昭和９年８
りゅう くら じ

月着任～１０年６月待命）が昭和１０年１月１０日付で記述し関係部署に報告したと思われる「極秘

　奄美大島ニ於ケル『カトリック』�徒啓導ニ關スル經緯」（外務省外交史料館所蔵）や文部

省資料として保管されている「奄美大島ニ於ケル外國宗�ニ關スル件　昭和八年六月調　陸軍

省」（国立公文書館所蔵）から知ることができる。それらによると軍部は奄美大島から外国人

（宣教師たち）を追放しカトリックを一掃することによって「国体」一色に染まった国防上理

想的な要塞地を実現する目的を持っていたようである。その目的達成のための最初の大きな仕

事がカトリック立大島高等女学校を廃校にすることであった。

　この仕事を達成するため軍部は地元の新聞人を実に巧みに巻きいれて新聞による大島住民の

扇動に成功している。また新聞人も軍部と手を組みセンセーショナルな記事を書くことによっ

て，それまであまり売れなかった新聞の購読部数を増大するという利益を図っていたようだ。

しかし軍部は大島高女の廃校が達成されるまでは，その姿を表にだすことはなく背後から地元

住民を扇動し，あくまで教育問題や生徒減少の問題から大島高女が廃校に追いやられていくよ

うに画策していたことが陸軍関係の資料「『奄美大島ニ於ケル外國宗�ニ關スル件』昭和八年

六月調陸軍省」の次の一節からも見て取れる。

　　昭和四年九月初旬皇太�宮遷宮祭執行ニ際シ全國遥拜式ヲ擧行セシニ大島高等女學校ニ於

テハ遥拜式ヲ行ハス遂ニ輿論ノ沸騰ヲ見物議ヲ醸シ遂ニ縣會ノ問題トナリ校長米川基ハ同

校々長タルヲ免セラレタリ　當時排斥運動者ハ「カトリック」派及之ニ利害關係ヲ有スル一
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時ノ威力殊ニ金力ニ屈スルコトナク同校廢校ヲ目標トシテ奮闘シ若シ成功セサルトキハ消極

的ニ島民一致シテ其ノ子女ヲ同校ニ入レス實質的ニ廢校ノ止ムナキニ至ラシムル方針モ「カ

トリック」�派ノ物質的勢力竝識者ノ一部ニハ其ノ物質力ヲ個人ノ利�ニ利用セントスル者

竝本問題ヲ他ノ各種町問題等ニ利用シ他問題ノ有利ナル展開ヲ計ラントスルモノアリ未タ全

島民ノ一致ヲ得ス且當事者ノ措置ノ軟弱ト相俟ツテ徹底的糾断ノ機ヲ逸シタルハ極メテ恨事

トス

（下線は筆者）

　しかしなぜあれほどまで全島民を巻き込んだ町民運動という形で大島高女廃校がなされたの

であろうか。たんなる軍部の指導計画だけによるものだろうか。この問題を考える時，当時の

奄美大島における女子教育の状況が浮かび上がってくる。すなわち大島高等女学校創立時から

「奄美大島に４年制の高等女学校が欲しい，けれどもカトリック立の高等女学校は望まない」

という奄美大島の有力者たちの動きが見られた。その人びとの強い執念が一大勢力となって大

島高女廃校を実現させ，一方では大正６年に名瀬尋常高等小学校に付設して創立された村立名

瀬実科高等女学校を県立奄美高等女学校までに発展させていく動きになったのではないか，と

も考えられる。総じて大島高女廃校問題には複数の原因が絡まっており，その問題解明には複

眼的な視点を持ってあたることが必要だと思われる。

　この論考では，大島高女廃校問題の一背景として，奄美大島における女子中等教育の状況，

特に同じ名瀬村に創設されていた村立名瀬実科高等女学校が県立奄美高等女学校へと発展して

いく，その状況に焦点をあてて考察したいと思う。このため主に次のものを研究資料とした。

○県立奄美高等女学校の沿革に関しては『鹿児島県高等女学校設置廃止認可　第１冊』（国立

公文書館所蔵　文部省４７－３Ａ－１１－４－２１５２）

○大島高等女学校の沿革に関しては『鹿児島県高等女学校設置廃止認可　第４冊』（国立公文

書館所蔵　文部省４７－３Ａ－１１－４－２１５５）

○大島高等女学校廃校に関る軍部の資料として「奄美大島ニ於ケル外國宗�ニ關スル件　昭和

八年六月調　陸軍省」『鹿児島県高等女学校設置廃止認可　第４冊』（国立公文書館所蔵　文

部省４７－３Ａ－１１－４－２１５５）ならびに「極秘　奄美大島ニ於ケル『カトリック』�徒啓導

ニ關スル經緯」『本邦ニ於ケル宗教及布教関係雑件奄美大島ニ於ケル加特利教圧迫問題』（外

務省外交史料館所蔵分類番号　Ⅰ－２－１－０－１－１）

�　大島高等女学校創立時の奄美大島の女子中等教育状況

　大正１３年に大島高女は奄美大島初の４年制高等女学校として創立された。その創立の動機と

して二つの説があげられている。一つは大島高女の存続を望まなかった排撃者グループの説で

あり，もう一つは大島高女を創立した人たち，すなわちカナダ管区フランシスコ会の宣教師た

ちが書き記した説である。排撃者たちが主張する説は，最初に学校設立を打ち出したのは宣教

師たちであり，それは奄美大島にカトリックを広め，ひいては日本「國民の敬�崇祖の觀念を

破壊し」，スパイ行為をするためだったとの説である。�創立者である宣教師たちの主張は，奄

－27－

大島高等女学校廃校問題の一背景



美大島での宣教開始当初，思いもかけず地元住民の高等女学校設立の強い要望を受け，それに

応えて幾多の困難の中で創立したとの説である。この辺の事情を初代校長になったカリキスト・

ジェリナ（帰化名：米川基）師が昭和３年６月１３日付の報告書「名瀬の高等女学校の落成式

（日本）」�に書き残している。

　ところで，大島高女の創立者となるカナダ管区フランシスコ会の宣教師たちが初めて奄美大

島に足を踏み入れた頃の，奄美大島の女子の中等教育はどのような状況であったのだろうか。

前述のカリキスト師の記事によると，大正１１年当時奄美大島には男子のためには大正５年に創

立された県立大島中学校が存在していた。これは明治３３年に創立された県立大島農学校から発

展したものだった。しかし女子のための中等教育機関としては，主に島の財政上の問題から４

年制の高等女学校はまだ存在せず，村立実科高等女学校が名瀬尋常高等小学校に付設して創設

されているのみであった。しかし島民たち，特に村の有識者たちは自分たちの娘のため一刻も

早く鹿児島の他の郡のように４年制高等女学校を欲しがっていた。そこにカナダ系の宣教師団

がこれまでの神父たちと交代して奄美大島にやってくると聞き及び，これを自分たちの夢（４

年制高等女学校の創立）が叶うチャンスととらえたようだ。そして宣教師たちが来島すると即

座に自分たちの要望をうちあけ熱心な働きかけを行ったので，宣教師たちも前向きな姿勢をし

めし創立の運びとなったようである。

　しかし結果的には宣教師たちが精神的にも財政的にも大変な辛酸をなめて創立した大島高女

は，表面上は地元住民の廃校運動の結果として昭和８年度限りで自主廃校（存立期間１０年間）

に追いやられた。しかし同じ名瀬村に大正６年に創立されていた村立実科高等女学校は次第に

組織変更や名称変更を遂げて発展し，昭和６年には町立から県立へと移管されて県立奄美高等

女学校となった。そしてその発展に伴う校舎等の整備において名瀬町は様々な困難に遭遇した

が，色々な工面をしながらその場を乗り越えていった様子が文部省に提出された関係種類から

読み取れる。そして最終的には県立高女に相応しい校舎として，元大島高等女学校の校舎（鹿

児島県下初の鉄筋コンクリート校舎）を昭和９年１２月（大島高女は同年３月限で廃校）から校

舎として使用するに到っている。

　このような村立名瀬実科高等女学校の発展を，大きく三つの時期に区切ってみることができ

るように思う。一つは昭和５年３月の組織変更（生徒定員２００名より４００名へ）と名称変更（鹿

児島県大島郡名瀬実科高等女学校より鹿児島県奄美高等女学校へ）の時である。ここで校名を

「鹿児島県奄美高等女学校」としているがこの時点ではまだ町立である。二つ目は昭和６年２

月の町立から県立への移管の時である。そして三つ目は県立奄美高女の位置変更（最初の名瀬

尋常高等小学校付設の場所：名瀬町大字金久里より元大島高等女学校の場所：名瀬町大字金久

配田への変更）の時である。

　ちなみに昭和４年までの村立名瀬実科高等女学校の主な沿革は次のようである。�創立は大正

６年６月，名瀬尋常高等小学校に付設（教室としては４教室を使用）して修業年限２ヵ年，生

徒定員１００名で創設された。校長は昭和４年５月までは名瀬尋常高等小学校の校長が兼任で

あった。大正９年９月には修業年限３ヵ年，生徒定員１５０名が認可されている（大正９年度よ

り実施）。その後大正１２年７月より町制実施により名瀬実科高等女学校との改称が認可されて

いる。昭和３年３月には修業年限４ヵ年，生徒定員２００名の組織変更が認可され，昭和４年２
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月の名瀬町会において同校独立の件が決議され，同年５月同校専任の校長として大井徹翁氏が

鹿児島県志布志高等女学校より転補している。

　次章以降は，上述の３時期に名瀬町および鹿児島県より文部省に提出された申請書や関係書

類および文部省より鹿児島県知事宛等への文書を年代順に追いながら，各立場からどのような

交渉をおこなわれたのか，どういう問題点があったのか，またそれをどのように解決しようと

したのか，など当時の状況を明らかにしていきたいと思う。このための基本資料は『鹿児島県

高等女学校設置廃止認可　第１冊』（国立公文書館所蔵　文部省４７－３Ａ－１１－４－２１５２）に

収められている県立奄美高等女学校関係資料である。（公文書中の下線および強調のための太

字変換は筆者によるものであり，原文の旧漢字を可能な限り使用したが一部常用漢字にあらた

めた。例えば�は並，�は併。）

�　奄美高等女学校の第一の転換期〔改称：名�實科高等女學校から鹿児島縣奄美高

等女學校へ，組織変更：生徒定員２００名から４００名へ〕

　昭和５年２月４日　名�町會決議録�

　　　議案第三號

　　　名�實科高等女學校組織並ニ名稱ヲ別紙ノ通リ變更セムトス

　　　　　昭和五年二月四日提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名�町長　伊東義尚

　　　　　昭和五年二月四日原案可決

　昭和５年２月６日付　名瀬町長より文部大臣あて文書

　　　名學第九九號

　　　　　鹿児島縣大島郡名�實科高等女學校組織並ニ名稱變更及實科併置ノ儀ニ付認可申請

　　　當名�町ノ経營ニ係ル鹿児島縣大島郡名�實科高等女學校ヲ昭和五年四月一日ヨリ鹿児

島縣奄美高等女學校（修業年限四ケ年生徒定員四百名學級八學級）ニ改メ現在ノ實科ハ

昭和七年度迄併置スルノ件昭和五年二月四日名�町會ニ於テ議決致候條御認可相成候様

致度別紙関係書類相添此段申請候也

　　　　昭和五年二月六日

　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島縣大島郡名�町長　伊東義尚

　　　文部大臣田中隆三殿

　【別紙関係書類】

　　　鹿兒島縣大島郡名�實科高等女學校組織並ニ名稱變更及實科併置ニ関スル取調事項

　　　一，名稱　鹿兒島縣奄美高等女學校

　　　二，修業年限　四箇年
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　　　三，生徒定員　四百名

　　　四，學級数　八學級（昭和八年度完成）

　　　五，實施年月　昭和五年四月

　　　六，經費及維持方法

　　　　　　昭和五年度並ニ昭和六年度以降完成年度ニ至ル豫算及豫算見込表（別紙ノ通リ）

　　　　　　經費ハ従来通リ町費及學校収入縣費補助ヲ以テ之ニ充ツ

　　　七，名�實科高等女學校組織並ニ名稱變更及實科併置ニ関スル町會決議録（別紙ノ通リ）

　　　八，名�實科高等女學校組織並ニ名稱變更及實科併置ニ関スル理由書（別紙ノ通リ）�

　　　九，名�實科高等女學校組織並ニ名稱變更及實科併置ノタメ町内小學校�育施設上影響

ヲ受ザルモノト認メタル事由（別紙ノ通リ）

　　　　　（附）奄美高等女學校完成マデニ於ケル計劃書並ニ校舎平面圖（別紙ノ通リ）

　　　　　　　　〈中略〉

　　　一五，現在，名�實科高等女學校一覧表（別紙ノ通リ）

　　〔上記文書九の別紙〕

　　奄美高等女學校完成迄ニ於ケル計画書

　　　一，奄美高等女學校校舎建築完成迄ニ於テ特ニ関係ヲ有スル名�尋常高等小學校ニ於テ

ハ昭和四年度ニ於テ二階建八�室建築ノ件町會ノ議決ヲ経タルヲ以テ昭和五年度下

半期ヨリ小學校ノ二部教授ヲ解キ得ルヲ以テ高等女學校ニ於テハ昭和五年度初ヨリ

別紙圖面（一號）	ノ通リ八�室ヲ充當シ次年度ニ至リテハ別紙圖面（二號）ニ依リ

校舎建築ノ計画ヲ有ス

　　　奄美高等女學校完成迄ニ於ケル豫定計画書

　　　　奄美高等女學校完成迄ニ於ケル計画トシテ別紙ノ通リ書類添付スル所アルモ昭和五年

度中ハ現在ノ實科高等女學校ノ校舎ヲ充當シ次年度ヨリ他ニ移轉ヲナス豫定ナリ而シ

テ右移転関係書類左ノ如シ

　　　　　　　　　　　　　　記

　　　　一，移転豫定地

　　　　　　　鹿兒島縣大島郡名�町伊津部字小俣

　　　　　　　校地坪数　四千五百坪

　　　　二，移転豫定位置圖
別紙ノ通リ

　　　　三，校舎建築年度割収支豫算見込別紙ノ通リ

　　　　四，校舎建築年度割圖面�別紙ノ通リ

　　　移轉豫定地坪数校舎建築年度割収支豫算見込表

　　　　一，移轉豫定地　鹿兒島縣大島郡名�町伊津部字小俣

　　　　一，坪数　四千五百坪
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昭和５年３月１２日付　鹿児島県知事より文部大臣あて文書

　五學第四六一號

　　　　實科高等女學校組織變更ニ付副申

　　管内大島郡名�實科高等女學校組織變更ノ件別紙ノ通リ認可申請候處大島郡ハ鹿兒島市ヲ

距ル弐百五海里ノ離島ナルモ一般向學心旺盛ニシテ現在ノ如キ女子�育機關ニシテハ之ニ

滿足セス年々尠カラサル子女ヲ遠ク市ニ遊學セシムルノ状況ニ在リ年來本科ノ高等女學校

設置ノ希望熾烈ナルモノ有之シモ財政ノ都合上荏苒今日ニ及ヒタル次第ニ候

　　今囘機熟シテ将來ノ計畫ヲ立テ町會一致組織變更ノ儀ヲ可決致シ候ニ就テハ速ニ御認可相

成候様致度此段副申候也

　　　　　昭和五年三月十二日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿兒島縣知事　山口安憲

　　文部大臣　田中隆三殿 
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　　収　入

摘　　　　　要金　額　　　　区分
年度　　　　　

起債　３３，０００
賦課　 ６，８１１　　納税戸数　３，６００戸　　一戸当　１円９０銭

３９，８１１昭和六年

 〃　　７，０００
 〃　　６，２９１　　 　〃　　 ３，６５０戸　　　〃　　１円７３銭

１３，２９１昭和七年

 〃　　－
 〃　　６，８４９　　 　〃　　 ３，７００戸　　　〃　　１円８１銭

６，８４９昭和八年

 〃　　５，０００
 〃　　５，６００　　 　〃　　 ３，７５０戸　　　〃　　１円５０銭

１０，６００昭和九年

 〃　　７，０００
 〃　　６，３５２　　 　〃　　 ３，８００戸　　　〃　　１円４４銭

１３，３５２昭和十年

 〃　　５２，０００
 〃　　３１，９０３

８３，９０３計

（金額等の原文は漢字数字）

　　支　出

摘　　　　　要金　額　　　　区分
年度　　　　　

敷地代　１５，０００
建築費　２４，８１１

３９，８１１昭和六年

建築費１３，２９１昭和七年

　〃６，８４９昭和八年

　〃１０，６００昭和九年

　〃１３，３５２昭和十年

敷地代　１５，０００
建築費　６８，９０３

８３，９０３計

（金額等の原文は漢字数字）



昭和５年３月１２日付　鹿児島県知事より文部省普通学務局長あて文書

　五學第四六一號

　　　　　昭和五年三月十二日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿兒島縣知事　山口安憲

　　文部省普通學務局長殿

　　　　　　学校位置ニ関スル件

　　本日五學第四六一號ヲ以テ名�實科高等女學校組織變更ノ件副申候處将來移轉新築致スヘ

キ敷地ニ關シテハ尚精査ヲ遂ケ度候ニ付此際組織變更ノミ御認可ヲ得位置ニ關シテハ更メ

テ申請可致候條御含ノ上至急御認可相成候様御取計相煩致度

昭和５年３月２４日付起案　文部省普通学務局長より鹿児島県知事あて文書

　鹿普七號　　裁決定　３月２５日

　　　　　　案ノ四

　　　　　　　　　年　月　日　　　　　局長

　　　　　　　　　鹿児島縣知事宛

　　　　　實科高等女學校組織變更ノ件

　　三月十二日五学第四六一號ヲ以テ御進達ノ標記ノ件別紙ノ通指令相成タル處位置ニ關シテ

ハ特ニ御申越ノ次第モ有シ便宜ノ處置トシテ詮議セラレタル義ニ付組織變更實施迄速ニ位

置選定ノ上認可申請相成度尚現在生徒ノ卒業スルマテ實科高等女學校ヲ併置スル趣ナルモ

組織變更ニヨリ形式上實科高等女學校ハ廢止トナルヘキヲ以テ高等女學校ニ實科ヲ置キ之

ヲ編入セシメラレ度生徒等ノ希望ニ依リテハ考査ノ上本科ノ相当學年ニ編入スルモ差支無

之ニ付御了知相成度

　　　追テ昭和五年度名�町歳入出豫算一部御送付相成度

　　　備考　　　　　　　　　　〈略〉

昭和５年４月９日　　名瀬町長名文書

　　　名�町会決議書謄本

　　奄美高等女學校位置ヲ別記ノ通リトシ別圖�名�尋常高等小學校ノ位置ノ内幾部（別圖ノ通

リ）ヲ充テ現在同位置ニ在ル名�尋常高等小學校々舎全部ヲ奄美高等女學校々舎トナス

　　　但シ奄美高等女學校ニ於テ使用セザル教室ハ當分名�尋常高等小學校教室ニ使用セシム

ルモノトス

　　　　　　　　　　　　記
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　　　　　　　　　　〈中略〉

　　　　　　昭和五年四月九日提出

　　　　　　昭和五年四月九日議決

　　　右　謄本也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名�町長　伊東義尚

昭和５年９月１５日付　　鹿児島県知事より文部大臣あて文書

　五學第四六一號

　　　　　高等女學校位置指定ノ件ニ付申請

　　鹿兒島縣奄美高等女學校ハ本年三月名�實科高等女學校ヲ組織變更シタルモノニシテ直ニ

其位置ヲ變更可致見込ニテ計畫ヲ進メタル次第ニ候ヘ共經費節約ノ折柄新ニ敷地ヲ購入シ

校舎新築ノ儀ハ困難ナル事情有之左記舊名�實科高等女學校ノ位置ヲ其儘指定致度候條御

認可相成候様致度關係書類添付此段申請候也

　　　　　　　　　　記

　　　　鹿兒島縣大島郡名�町大字金久字里

　　　　　　昭和五年九月十五日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿兒島縣知事　山口安憲

　　文部大臣　田中隆三殿

昭和５年９月１８日付起案　　文部大臣より鹿児島県知事あて文書

　鹿普三〇號　　裁決定　１０月４日

　　　　公立高等女學校位置選定ノ件

　　　　　　　指令案

　　　　　　　　　　　鹿児島縣知事

　　昭和五年九月十五日五學第四六一號申請鹿児島縣奄美高等女學校位置選定ノ件認可ス

　　　　　　年　月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部大臣

　　備考　　　校地面積　　一，一四九坪

【考察】

　上記の公文書から次のような要点が浮かび上がってくる。

　○　昭和５年の名称変更の申請において町立にもかかわらず「鹿児島縣奄美高等女學校」と
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いう名称が提案されている。この時点からすでに県立への移管が強く意図されていたのではな

いだろうか。現に奄美大島における当時の唯一の月刊誌「奄美」の昭和３年１０月号には「県移

管趣意書」という記事が「名瀬実科高等女学校県移管期成同盟」の名で掲載されている。また

この問題はその後，昭和４年１月号・２月号にも賛否両論の意見が掲載されており，人々の関

心の高さを表している。しかし実際はそれ以前，大正１３年に大島高女が創立された時からすで

に一部の人びとによって意図されていたことが奄美高女の「学校沿革大要」に次のように記さ

れている。

　　昭和六年四月一日

　　　県に移管，校名を鹿児島県立奄美高等女学校と改称。

　　注　大正十三年十二月六日午後一時より八千代館に於て名瀬町教育会あり，職員全員出

席，其の協議会に於て「名瀬実科高等女学校を県立に移管することを其筋に建議する件」

を満場一致にて可決した，という記事が学校日誌だよりに出ている。其の後「県立移管期

成同盟会」が結成され，川崎茂助先生を会長に推して活躍されたように思われる。（１２）

○　昭和５年２月６日付で名瀬町より提出されている「奄美高等女學校完成迄ニ於ケル計画書」

においては，昭和５年度は現校舎の８教室を鹿児島県奄美高等女学校の教室にあて，昭和６

年度からは別図のように新校地（名瀬町伊津部字小俣）に新校舎を建てる計画があるので，

この度の申請内容を認可してくれるよう求めている。ここに提出された新校舎の建築費用は，

８３，９０３円（敷地代：１５，０００円，建築費：６８，９０３円）である。しかもその費用の大部分（５２，０００

円）は起債により，残りは賦課（５年計画）としている。しかし県側はこの計画はあまりに

も無謀であると判断したのであろうか，３月１２日付の文部省普通学務局長宛の副申におい

て，この際は組織変更のみの認可をしていただきたいこと，位置に関してはあらためて申請

申し上げるので，その点を含んだうえで速やかな組織変更の認可をお願いしたい旨を述べて

いる。その結果，昭和５年３月２５日付で組織変更・名称変更の件は認可がおりている。しか

し「案ノ四」として文部省普通学務局長は鹿児島県知事宛に，位置に関しては組織変更実施

までに速やかに申請するように指示を与え，同時に昭和５年度の名瀬町歳入出予算を提出す

るよう求めている。ちなみに昭和５年度の名瀬町歳入出予算は１５０，８７０円であった。この指

示をうけて県は名瀬町に回答を求めたのであろうか。名瀬町は４月９日付の名瀬町会の決議

として，新校地・新校舎の案とはまったく別の回答，すなわち現在奄美実科高女が一部分使

用している名瀬尋常高等小学校の敷地・校舎を全部鹿児島県奄美高等女学校用にあてるとの

回答を出してきた。これに対して県はすぐに文部省に回答するのを躊躇したのであろうか，

それから約５ヶ月後の９月１５日付で回答している。その申請書によると，経費節約の折柄，

敷地を購入し校舎を新築することは困難な事情があるのでそのままの位置で認可してくれる

ようにとの申請である。その結果，昭和５年１０月４日付で認可がおりている。
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�　奄美高等女学校の第二の転換期〔町立から県立への移管〕

昭和５年１１月２８日付　名瀬町長より鹿児島県知事あて文書

　　名學第一〇六六號ノ一

　　　　　　町立奄美高等女學校縣移管ニ付請書

　　本町立奄美高等女學校ヲ昭和六年度ヨリ縣ヘ御移管相成候ハバ移管条件別紙御指示通リ遵

守可仕町會ノ議決ヲ經テ請書提出候也

　　　　　昭和五年十一月二十八日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大島郡名�町長　伊東義尚

　　　鹿兒島縣知事　山口安憲殿

昭和６年２月７日付　鹿児島県知事より文部大臣あて文書

　　六學第一九九號

　　　　　　　　高等女學校設立者變更ノ儀ニ付申請

　　鹿兒島縣奄美高等女學校ハ従來大島郡名�町ニテ經営ノ處客年十二月通常縣會ニ於テ縣ヘ

移管ノ儀議決候ニ付本年四月ヨリ本縣ニテ經營致度候條御認可相成様致度要項ヲ具シ此段

申請候也

　　　　　　昭和六年二月七日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿兒島縣知事　山口安憲

　　　文部大臣　田中隆三殿

　　　　　　　　　　　　　　記

　　一，名称　　　鹿兒島縣立奄美高等女學校

　　二，修業年限　　　四箇年

　　三，生徒定員　　　四百名

　　四，設立者變更ノ年月日　　　昭和六年四月一日

　　五，位置　　　鹿兒島縣大島郡名�町大字金久字里（現在ノ位置）

　　六，經費及維持ノ方法　　　縣費，収支豫算別紙ノ通リ

　　七，縣移管ニ關シ現設立者ヨリ提出シタル書類　　　別紙ノ通

　　八，學則　　　鹿兒島縣立高等女學校學則ヲ適用ス

　〔上記文書　記　七の別紙〕

　　　　　名�町立奄美高等女學校縣移管条件

　　一，學校經常費豫算額ヨリ學校収入豫算額（縣補助金，授業料，入學考査料及雑収入）ヲ

差引キタル殘額ニ相當スル金額ヲ昭和六年度ヨリ向フ參箇年間毎年六月末限リ縣ニ寄
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附スルコト

　　二，學校敷地並ニ校舎ハ現在奄美高等女學校ノ使用セル一廓ノ建物（小學校ニ於テ使用ス

ル部分ヲ含ム）及敷地全部ヲ縣ニ寄附スルコト

　　三，現ニ小學校兒童ヲ収容スル�室ハ昭和六年三月限リ明渡スコト

　　四，校舎全部ニ亘リ今後拾箇年間故障ヲ生セザルへキ程度ニ於イテ縣ノ指示ニ従ヒ修繕ヲ

ナスコト

　　五，校舎ノ各室ハ別紙圖面（１３）ノ如ク使用スルヲ以テ縣ノ指示通リ町ニ於テ之ヲ改造スル

コト

　　六，家事室ハ縣ノ指示通リ町ニ於テ之ヲ改�築スルコト

　　七，以上校舎ノ改�築及修繕等ハ昭和六年八月末限リ之ヲ完了スルコト

　　八，學校内容充實ノ爲メ備品費トシテ參箇年間ニ亘リ左記年度割通リ縣ニ寄付スルコト

　　　　　昭和六年度　金五千圓　前期七月末日限　金弐千五百圓

　　　　　　　　　　　後期十一月末日限　金弐千五百圓

　　　　　昭和七年度　金四千圓　前期七月末日限　金弐千圓

　　　　　　　　　　　後期十一月末日限　金弐千圓

　　　　　昭和八年度　金四千圓　前期七月末日限　金弐千圓

　　　　　　　　　　　後期十一月末日限　金弐千圓

　　　　　合　計　　　金壱萬參千圓也

　　九，寄宿舎ハ将來縣ニ於テ之ヲ設置スル必要アリト認メタルトキ其ノ指示ニ従ヒ町ニ於テ

相違ナク之ヲ建築寄附スルコト

　　十，講堂ハ當分現在校舎ノ一部ヲ之ニ充當スルモ将來之ヲ建築スルモノトシ其ノ經費ニ充

ツル爲メ昭和九年度ヨリ向フ七年間毎年度末迄ニ金壱千五百圓宛ヲ縣ニ寄附スルコト

昭和６年２月１０日付起案　文部大臣名文書

　　鹿普三號　　裁決定　２月１７日

　　　公立高等女學校費用負担者変更ノ件

　　　　　　　　　　〈中略〉

　　　　　　　　　　告示案

　　文部省告示第　　　號

　　鹿児島縣大島郡名�町ニ設置セル鹿児島縣奄美高等女學校ヲ昭和六年四月ヨリ縣立ニ変更

シ鹿児島縣立奄美高等女學校ト改称ノ件昭和六年　月　日認可セリ

　　　　　　年　月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部大臣

　　　備考

　　　　修業年限，生徒定員ハ従前通

　　　　学科課程及授業料等ハ縣立共通 
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【考察】

　公文書中，昭和５年１１月２８日付で名瀬町が鹿児島県知事に提出した「町立奄美高等女學校縣

移管ニ付請書」の文面より，県は名瀬町に対して前もって「県移管への条件」を提示していた

ことが読み取れる。名瀬町は県の移管条件を遵守することを町会で議決したので，ついてはこ

の件を県で進めてくれるよう請書を提出している。これを受けて県も県会で審議した結果，昭

和６年１２月の県会で議決をみたので，文部省へ「高等女學校設立者變更ノ儀ニ付申請」してい

る。ここで注目したいのは，県が県立移管条件として名瀬町に提示した財政上の条件の厳しさ

である。提示されている十項目の条件は，例えば昭和５年度の歳入予算額が１５０，８７０円という

程度の名瀬町にとって，どれほどの重い負担を強いるものか推測される。

　例えば一項目の条件では，昭和６年度の場合文部省に提出されている「昭和六年度鹿児島縣

立奄美高等女學校歳入出豫算」によると，名瀬町は７，２６８円を県に寄付しなければならない。

この寄附が向う３年間義務付けられている。また二項目では，これまで名瀬町の所有であった

奄美高女および名瀬尋常高等小学校の敷地および校舎を県に手放さなければならない。また

四，五，六，七の項目に記されているように，名瀬町は県の指示通り，奄美高女校舎の修繕・

改造・増改築を昭和６年８月末までにやり遂げねばならない。さらに学校内容備品費として，

名瀬町は昭和６・７・８年度にわたり，年度割で１３，０００円分を県に寄附しなければならない。

その上，寄宿舎については県が必要だと認めた時には名瀬町が建築して県に寄附することが条

件づけられ，講堂に関しては将来建築するものとして昭和９年度より向う７年間１，５００円ずつ県

に寄附することが決められている。

　このように一見しただけで名瀬町にとって過重の負担になると思われる条件を，名瀬町会は

奄美高女の県移管を成し遂げるために呑み込んだのである。

�　奄美高等女学校の第三の転換期〔位置の変更：元大島高女校舎に移転〕

昭和１０年３月９日付　鹿児島県知事より文部大臣あて文書

　　十學第三四一號

　　　　　昭和十年三月九日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿兒島縣知事　早川三郎

　　　文部大臣　松田源治殿

　　　　　　　　高等女學校位置變更ノ儀ニ付申請

　　鹿兒島縣立奄美高等女學校従來ノ位置（大島郡名�町大字金久字里）ハ狭隘ニシテ寄宿舎

設備ノ餘裕ナキノミナラス隣接地ハ之カ擴張ニ適セサル事情有之候處今般左記ノ通リ變更

致度尤同位置ハ元大島高等女學校敷地ニシテ相當面積ヲ有シ�育上並衞生上好適地ニ有之

候條御認可相成候様致度此段申請候也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　一，位置　　　大島郡名�町大字金久字配田

　　二，面積　　　實測反別　　壱町歩（三，〇〇〇坪）
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　　三，地質　　　砂利混粘土

　　四，屋外体操場ノ區域及面積　　　別図ノ通　　六六五坪

　　五，附近ノ状況　　　別圖参照

　　六，飲料水定性分析表　　　別紙ノ通

昭和１０年３月１６日付起案　文部省普通学務局長より鹿児島県知事あて文書

　　鹿普一九號　裁決定　３月１８日

　　　　　　　　　　　　案

　　　　　　年　月　日　　　　　　　　　　　　局長

　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島県知事宛

　　　　　高等女學校位置変更ノ件

　　昭和十年三月九日十學第三四一號ヲ以テ標記ノ件御進達ノ處左記事項承知致度ニ付至急御

回報相成度

　　　　　　　　　　　　　記

　　一，校地校舎ノ所有関係　若シ買収或ハ増改築スルモノトセバ其経費予算及財源

　　二，新校舎�室配置図

昭和１０年４月１６日付　鹿児島県知事より文部省普通学務局長あて文書

　　十學第三四一號

　　　　　昭和十年四月十六日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿　兒　島　縣　知　事

　　　文部省普通學務局長殿

　　　　　　　　高等女學校位置變更ノ件

　　標記ノ件ニ關シ客月十九日鹿普十九號ヲ以テ御照會相成候處右ハ左記ノ通ニ付御了知ノ上

可然御取計相成度候也

　　　　　　　　　　　　　記

　　一，校地校舎ノ所有關係若シ買収或ハ�改築スルモノトセバ其ノ經費豫算及財源

　　　１，校地校舎ノ所有關係

　　　　　移轉校地ハ元大島高等女學校敷地ニシテ名�町ノ所有ニ屬ス之ニ移轉セハ其ノ學校

ノ存續期間内仝校敷地トシテ無償提供スルコトニ契約濟

　　　　　校舎ハ元私立大島高等女學校々舎其他設備一切ヲ此際買入充當ノ筈

　　　２，經費豫算及財源

　　　　　豫算　　金四〇，〇〇〇圓　　内　金三〇，〇〇〇圓　　　校舎買収費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 金一〇，〇〇〇圓　　　校舎改造費

　　　　　財源　　寄附金及運用金
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　　二，新校舎�室配置圖�　　　　別紙ノ通

昭和１０年４月２２日付起案　文部大臣より鹿児島県知事あて文書

　　鹿普一九號　　裁決定　４月２４日

　　　　　　高等女學校位置変更ノ件

　　　　　　　指令案（一）

　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島縣知事

　　昭和十年三月九日十學第三四一號申請鹿児島縣立奄美高等女學校位置変更ノ件認可ス

　　　　　　　年　月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部大臣

　　　　　　　案（二）

　　　　　　　年　月　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　局長

　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島縣知事宛

　　　　　高等女學校位置変更ノ件

　　昭和十年三月九日十學第三四一號ヲ以テ申請ノ標記ノ件本日別途指令相成タル處本校ニハ

裁縫ノ特別教室無之ニ付右�授ニ際シテハ特ニ支障無之様御處置相成度

　　（備考）

　　一，従来ノ位置狭隘ニシテ拡張ノ余地ナキ為元大島高等女學校敷地ニ移転セントスルモノ

ナリ

　　　　　新校地面積　　三，〇〇〇坪

　　　　　新屋外体操場　　 六六五坪

　　二，校地ハ地元名�町ヨリノ無償貸與

　　　　校舎及設備一切ノ軽費四万円ヲ以テ買収シ其ノ財源ハ寄附金及運用金ニヨル

　　三，移転時期　昭和十年四月

　　四，同一町内ナルニ付告示セズ

　　五，�室配置図ニヨレバ裁縫ノ特別�室記載ナキ爲其ノ�授上支障ナカラシメン爲通牒ヲ

発セリ

【考察】

　この章の公文書の主題は県立奄美高等女学校の位置変更である。すなわち現在地から元大島

高等女学校の敷地・校舎に移転する手続である。

　前章でみたように，県は奄美高女の県立移管条件として名瀬町に対して，かなり厳しい条件

を差し出していた。すなわち昭和６年８月末までの現校舎の修繕・改造・増改築，将来の寄宿
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舎の建築，講堂建築のための昭和９年度から７年間の年度割寄付（各年度１，５００円）等である。

　今回の位置変更に関する鹿児島県と文部省との交渉において，特に三つの事柄に対して考察

したいと思う。

�　校舎の買収金額について

　今回，県立奄美高女が移転を申請した移転先は元大島高女の校舎である。その大島高女は昭

和８年度（昭和９年３月限）で廃校になったばかりであった。大島高女の廃校は背後に軍部の

強力な指導計画があったとはいえ，大島高女の廃校を望む地元住民のグループ・軍部と手を組

んだ新聞人たちの扇動によって名瀬町の町民大会の決議事項という形を踏んで，名瀬町会を通

して廃校の道筋がつけられた。そして当時法的な大島高女の設立者であった鹿児島教区長エジ

ド・ロア師は自主的な廃校の手続をとり，大島高女の１０年間の歴史を閉じたところであった。

その大島高女の校舎は鹿児島県下初の鉄筋コンクリート校舎（煉瓦造一部鉄筋コンクリート〈 組 
そ

 積  造 〉であり，昭和３年春に落成式（校舎は大正１５年秋に完成したものの大正天皇崩御の喪に
せき ぞう

服し落成式を１年延期して実施）を終えたものだった。

　ところで校舎の売買に関しては，昭和９年１１月２７日付で，エジド・ロア師と鹿児島県の間で

校舎譲渡契約が結ばれ，３０，０００円の金額で県に譲渡することが契約されていた。�しかし実際の

支払者は県ではなく名瀬町であったようだ。�その支払い方法については，昭和２３年当時の名

瀬市側の資料「元大島高等女學校々舎買収価格返済状況」に記されており，教会側が実際に受

領した金額は当時教会の会計官であったマキシム・シラー師の「覚え書き」�（昭和２５年２月２３

日付）にも記されているとおり２４，０００円であった。

　また大島高女建築費に関しては，大きく三つの説がみられる。一つは昭和２３年に大島高女返

還問題が起こった時名瀬市が主張した６５，２３５円である。�もう一つはその時カトリック教会側が

主張した４００，０００円の説である。�この金額は昭和８年の陸軍省資料にも「宣教師米川基ハ工費約

四十萬圓ヲ投シ名�町ニ私立大島高等女學校ヲ設立シ」�と記載されている。そして三つめの説

はマキシム・シラー師の「覚え書き」にある「学校建設経費総額　金貳拾万円也」による２００，０００

円の説である。

　筆者が調べたところ総額についてはまだ不明であるが，当時のフランシスコ会鹿児島地区の

会計係であったカリキスト・ジェリナ師（帰化名：米川基）は，３期の建築計画中，１期工事が

終った頃の費用を報告書の中で６３，７００円と記載している。�ちなみに大島高女設立にあたり文部

省に提出された最初の木造建築での総額は１４４，８２６円であり，�この計画から鉄筋コンクリート

造り�に変更したのであるから，この金額以下であることはありえないだろう。

�　校舎の買収時期について

　昭和１０年３月９日付の鹿児島県知事の位置変更の申請に対して，文部省普通学務局長は２つ

の点に関して回報を求めてきた。すなわち「校地校舎ノ所有關係若シ買収或ハ�改築スルモノ

トセバ其ノ經費豫算及財源」および「新校舎�室配置圖」についてである。これに対して県は

４月１６日付で回報している。校舎の買収時期に関して，県はすでに前年９月２７日付で譲渡契約

を終了しているにもかかわらず「校舎ハ元大島高等女學校々舎其他設備一切ヲ此際買入充當ノ
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筈」とこれからの事柄のように記している。

　また新校舎教室配置図に関しては，大島高女側がその校舎建築の際に提出したであろう「大

島高等女學校敷地平面圖及校舎配置圖」の学校名の所を単に「大島」から「奄美」と書き換え

て報告している。図６－１を参照されたい。

�　移転時期について

　県立奄美高女の位置の変更について，最初の申請の日付は昭和１０年３月９日であり，文部省

からの移転認可は４月２４日付である。そしてその公文書の備考として「移転時期　昭和十年四

月」と記されている。しかし実際は鹿児島県が申請手続を行う以前に奄美高女は移転を完了し

ていた。すなわち，昭和９年１２月２日から４日までに奄美高女は元大島高女校舎に引越しを完

了し，１２月５日から授業を開始したことが奄美高女校長宮里為義氏から大島支庁に報告されて

いたのである。この鹿児島県の約３ヶ月後の事後申請は何を意味しているのだろうか。一つの

問いである。

�　結びにかえて

　この論考では大島高女廃校問題の一背景として，同じ名瀬村に大正６年に創立されていた村

立名瀬実科高等女学校が昭和５年に町立鹿児島県高等女学校となり，昭和６年に町立から県立

に移管され，昭和１０年４月には元大島高等女学校敷地・校舎への位置変更が認可されるにい

たった沿革を，国立公文書館に保存されている文部省資料『鹿児島県高等女学校設置廃止認可

　第１冊』中の県立奄美高等女学校に関する公文書を基本資料として年月日にそって辿り，そ

の発展の時期を大きく三時期に分けて考察した。

　この論考は，大島高女廃校問題に絡んでいる複数の要因のうち，当時の奄美大島における女

子中等教育の状況という側面に焦点をあてたものである。管見に対して識者の御教示をお願い

したいと思う。

注記

�　大正寺の財部住職が大島高女の存続を望まないグループの主要人物であったことは，カリ

キスト・ジェリナ師の報告書「名瀬の高等女学校の落成式（日本）」『地域・人間・科学』

創刊号，鹿児島純心女子短期大学，地域人間科学研究所，４０頁に記載されているだけでは

なく，要塞司令官笠大佐の報告書「極秘　奄美大島ニ於ケル『カトリック』�徒啓導ニ關

スル經緯」にも次のように記されている。「本校設立當時佛教徒（名�町大正寺ヲ中心ト

ス）及一部心アル者ハ『カ』教ノ將來國家ノ爲有害ナルヲ認メ猛烈に反對セシモ（略）」。

�　丸田兼義氏は昭和４年１２月，大島高女を批難する上申書「名�町丸田兼義外百五十三名決

議書」を作成し，大島高女への措置を講じるよう鹿児島県知事等へ働きかけている。「大

島高等女學校等式年遷宮遙拝式不學行�末」『帝室雑載　第一冊』（国立公文書館所蔵　文

部省５９－３A－３０－６－１０９６）。
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�　『旧奄美高等女学校調査報告書－大島高等女学校の設立と廃校をめぐって－』鹿児島短期大

学付属南日本文化研究所，１９８８年，１５頁よりの引用，および宣教師スパイ説については同

書５９頁参照。またこの他，宣教師をスパイであると書きたてた記事については，平山久美

子「名瀬の高等女学校の落成式（日本）（カリキスト・ジェリナ神父）」『地域・人間・科

学』創刊号，鹿児島純心女子短期大学，地域人間科学研究所，１９９７年，４２頁参照。

�　上掲「名瀬の高等女学校の落成式（日本）（カリキスト・ジェリナ神父）」３５～３８頁。

�　この沿革は，『鹿児島県高等女学校設置廃止認可　第１冊』（国立公文書館所蔵　文部省４７

－３Ａ－１１－４－２１５２）に収められている奄美高女関係資料中の「鹿兒島縣大島郡名�實

科高等女學校組織並ニ名稱變更及實科併置ニ関スル取調事項」中の「一五，現在，名�實

科高等女學校一覧表」の「沿革大要」による。

�　上掲「鹿兒島縣大島郡名�實科高等女學校組織並ニ名稱變更及實科併置ニ関スル取調事項」

中の「七，名�實科高等女學校組織並ニ名稱變更及實科併置ニ関スル町會決議録」の別紙

文書。

�　この理由書は，当時の名瀬町の教育状況等を知る上で一つの資料となると思われるので，

ここに掲載したい。

　　　（八）名�實科高等女學校組織並ニ名稱變更及實科併置ニ関スル理由書

　　本校ハ元，鹿兒島縣大島郡名�村立名�實科高等女學校ト稱シ，修業年限二箇年，生徒定

員百名，二學級組織ニシテ大正六年四月三十日付ヲ以テ認可トナリ，當時ノ名�第二尋常

高等小學校ニ併設シ，大正六年六月二日開校セルモノナリ，爾來大正九年九月廿二日ニハ

修業年限三箇年生徒定員百五十名三學級ニ組織變更ノ件認可アリ，大正十年度ヨリ實施

ス。

　　次デ大正十二年七月十二日付ノ認可ニヨリ鹿兒島縣大島郡名�實科高等女學校ト改稱ス，

仝年十一月廿日ニ至リ，仝年度初ヨリ實施セル補習科加設ノ件認可アリ，更ニ昭和三年三

月廿日付ヲ以テ昭和三年度ヨリ修業年限四箇年，生徒定員二百名，四學級組織トシ，補習

科ヲ廢止スルノ件認可トナリヌ。

　　而シテ昭和四年度ヨリハ愈々小學校ヨリ分離獨立シテ現在ハ，專任校長統督ノ下ニ專任七

名兼任三名ノ�員ト四學級百七十五名ノ生徒ヲ有セリ。創立後滿十有三年ノ間ニ，本科三

箇年制ノ卒業生四百十五名，本科四箇年制ノ卒業生十八名，補習科卒業生九十四名ヲ本郡

内各村ニ送リ出セリ。之等卒業生ハ本郡ノ中堅婦人トシテ青年婦女界ノ先途ニ立チ相當ノ

活躍ヲナシツヽアルヲ観ル。翻ッテ本郡ノ現状ヲ観ルニ實ニ人口廿三万ヲ抱擁スル大郡ナ

ルニモ拘ハラズ公立ノ女子中等�育機関トシテハ本校アル而巳　未ダニ公立高等女學校本

科ノ設立ナキヲ遺憾トス。一面男子ニ於テハ中等以上ノ�育ヲ受ケ相當ノ位置ニアル者夥

シク，全國到ル處ニ活躍シツヽアルノミナラズ一般向學心ノ旺盛ナル。敢テ他地方ニ其ノ

比ヲ見ザル處ナレバ将來益々各方面ヘ發展スベキ状態ニ在リ。然ルニ女子ニ於テハ遠ク鹿

兒島地方ニ遊學スルモノ其ノ数ヲ増加シタリト雖モ南溟ノ孤島郡タル地理的関係上並ニ施

設ノ不備ヨリ到底男子ノ比ニ非ラズ　従ツテ男子ト女子ノ文化程度ニ甚シク不均衡ヲ招來

シ，由々シキ社會問題ヲ惹起シツヽアルノ観アリ。疲弊困憊セル我ガ大島救濟策ノ根本義

ハ實ニ女子�育ノ振興ニアルベシ，就中人口二万ヲ有シ本郡ノ中樞タル我ガ名�港ハ大島
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紬ノ生産工業地トシテ，將タ臺湾沖縄航路ノ寄港地トシテ戸口益々膨大スルト共ニ町行政

上企劃ヲ要スルモノ多ケレドモ女子中等�育ノ完備ハ最モ緊要ナルモノニ属ス。

　　而シテ現在名�實科高等女學校ノ入學状況ヲ見ルニ毎年募集人員ニ倍スル入學志願者ヲ有

スルハ本校ノ将來ニトリ，頗ル祝福スベキ現象ナリト信ズ。シカモ近年郡内志願者ノ中本

郡唯一ノ女子公立中等�育機関トシテノ本校ガ公立高等女學校本科ニ非ラザル爲メ態々遠

ク鹿兒島及其他ノ地方ヘ遊學スルモノアルヲ見受クルハ甚ダ遺憾トスル所ナリ。若シ夫レ

女子�育機関ノ施設宜シキヲ得ンカ，女學生ノ他地方ヘ遊學スルヲ沮止スルノミナラズ郡

内女子�育ノ發展，延イテハ婦人社會ノ文化向上ニ及ボス所甚ダ大ナルベシ，仍テ昭和五

年四月一日ヨリ現在ノ鹿兒島縣大島郡名�實科高等女學校ノ組織ヲ變更シ名稱ヲ鹿兒島縣

奄美高等女學校（修業年限四箇年，生徒定員四百名，學級八學級）ト改メ昭和七年度迄現

在ノ名�實科高等女學校ヲ併置シ，尚且ツ高等女學校本科ニアリテモ實科的性質ヲ加味ス

ル地方的特色アル�育方針ノ下ニ本郡女子中等�育ノ普及發達ヲ期シ本郡文化向上ニ資セ

ントスルモノナリ

	　図１－１「名瀬実科高等女学校現在校地校舎」〈圖面（一號）〉および図１－２「名瀬尋常

高等小学校及名瀬実科高等女学校々舎配置図」〈圖面（二號）〉


　図２　「名瀬町管内図　鹿児島県奄美高等女学校予定地　位置図」（原本は色つき）

�　図３　「鹿児島県奄美高等女学校　校舎建築年度割図面」

�　図４　「名瀬尋常高等小学校及奄美高等女学校々舎配置図」

�　名瀬市誌編纂委員会『名瀬市誌　中巻』昭和４６年３月，４６８頁。

�　図５　「奄美高等女学校」（県立となった場合の教室配置図―県からの指定による）

�　図６－１「奄美高等女学校（元大島高等女学校）の学校敷地平面図及校舎配置図」および

図６－２「元大島高等女学校（昭和１０年４月より奄美高等女学校校舎として認可）の校舎

設計図（木造建築から鉄筋コンクリート造に変更された時の設計図と思われる）」

　大島高女の校舎の造りに関しては，平山久美子「フランシスコ会総長（ローマ）に宛てた

モーリス・ベルタン神父（日本宣教地区長）の大島高等女学校の建築窮状の解決を求める

『報告書』（１９２５年１１月）試訳�」『地域・人間・科学』第６・７号，鹿児島純心女子短期

大学，地域人間科学研究所，２００３年，１０７～１１１頁を参照されたい。

�　前掲『旧奄美高等女学校調査報告書－大島高等女学校の設立と廃校をめぐって－』２４頁。

�　上掲，２５頁。

�　奄美宣教１００周年記念誌編集部『カトリック奄美１００年』奄美宣教１００周年実行委員会，１９９２

年，１４５頁。

�　前掲『旧奄美高等女学校調査報告書－大島高等女学校の設立と廃校をめぐって－』３２～３３

頁。

�　上掲，２９頁。

�　「奄美大島ニ於ケル外國宗�ニ關スル件　昭和八年六月調　陸軍省」『鹿児島県高等女学校

設置廃止認可　第４冊』（国立公文書館所蔵　文部省４７－３Ａ－１１－４－２１５５）

�　平山久美子「フランシスコ会総長（ローマ）に宛てたモーリス・ベルタン神父（日本宣教

地区長）の大島高等女学校の建築窮状の解決を求める『報告書』（１９２５年１１月）試訳�」
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『地域・人間・科学』第５号，鹿児島純心女子短期大学，地域人間科学研究所，２００１年，

１２９頁。

�　『鹿児島県高等女学校設置廃止認可　第４冊』（国立公文書館所蔵　文部省４７－３Ａ－１１－

４－２１５５）の大島高女設置に際して提出されている「臨時費支出年度別表」による。

�　図７　大島高等女学校校舎正面と全景
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大島高等女学校廃校問題の一背景

図１－２「名瀬尋常高等小学校及名瀬実科高等女学校々舎配置図」
（黄印部分が名瀬実科高等女学校の校舎）　　　

図１－１「名瀬実科高等女学校現在校地校舎」
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大島高等女学校廃校問題の一背景

図３　「鹿児島県奄美高等女学校　校舎建築年度割図面」

図４　「名瀬尋常高等小学校及奄美高等女学校々舎配置図」
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大島高等女学校正面（出典：１９３３年第６回卒業アルバム）

図７　大島高等女学校全景（出典：１９２８年第１回卒業アルバム）




